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私
た
ち
協
会
会

員
が
、
日
頃
安
心

し
て
充
実
し
た
診

療
が
で
き
る
の

は
、
い
つ
も
会
員

に
寄
り
添
い
、
常

に
会
員
の
為
に
尽

力
し
て
下
さ
っ
て
い
る
協
会
事

務
局
職
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で

あ
る
と
常
々
考
え
て
お
り
、
感

謝
の
気
持
ち
は
筆
舌
に
尽
く
し

難
い
。
協
会
と
雇
用
契
約
を
締

結
し
て
い
る
職
員
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
整
備
し
、
心
身

へ
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
支
援

体
制
を
整
え
て
い
く
の
も
私
た

ち
会
員
の
責
務
で
あ
ろ
う
▼
昨

年
三
月
の
第
三
者
委
員
会
か
ら

の
提
言
と
昨
年
度
の
協
会
方
針

を
受
け
て
、
労
務
関
連
法
令
遵

守
（
労
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
年
六

月
か
ら
の
運
用
と
な
っ
た
。
そ

の
目
的
は
、
職
員
か
ら
通
報
・

相
談
さ
れ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・

心
と
身
体
の
健
康
・
個
人
情
報
・

職
場
環
境
改
善
な
ど
の
労
務
関

連
問
題
の
解
決
、
及
び
職
場
に

お
け
る
心
理
的
安
心
・
安
全
性

の
確
保
と
協
会
の
公
正
か
つ
透

明
な
運
営
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
匿
名
で
の
通
報
・

相
談
も
可
能
で
あ
り
、
様
々
な

受
付
方
法
を
設
け
て
い
る
。
通

報
・
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、

委
員
会
で
通
報
・
相
談
者
が
不

利
益
な
取
り
扱
い
を
さ
れ
な
い

よ
う
精
査
し
、
労
務
関
連
法
令

へ
の
抵
触
ま
た
は
そ
の
疑
い
が

あ
れ
ば
理
事
会
等
へ
報
告
・
対

応
案
の
提
案
・
対
処
依
頼
を
す

る
▼
私
た
ち
会
員
及
び
目
の
前

の
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め
に

も
、
優
秀
な
事
務
局
の
皆
様
が
、

心
理
的
安
全
性
を
担
保
さ
れ
、

の
び
の
び
と
、
益
々
生
き
生
き

キ
ラ
キ
ラ
と
そ
の
実
力
を
発
揮

で
き
る
明
る
い
職
場
と
な
る
た

め
の
砦
で
あ
り
た
い
。

（
Ｅ
）

園田栄太郎

営
が
危
機
に
陥
る
中
、
最
重
要

課
題
に
診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ

ス
改
定
を
掲
げ
た
。
更
に
、▽
健

康
保
険
証
の
復
活
、
▽
高
額
療

養
費
制
度
見
直
し
の
撤
廃
、▽

窓
口
負
担
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

―
等
を
あ
げ
、
よ
り
良
い
保
険

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
運
動

す
る
と
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
早
瀬
一
雄
先
生

（
横
須
賀
市
・
歯
科
）が
保
険
証

廃
止
撤
回
の
運
動
を
一
層
強
め

側
も
請
求
に
問
題
が
な
い
か
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
た
。

　

「
２
０
２
３
年
度
決
算
」は
財

政
部
長
の
竹
下
副
理
事
長
が
報

告
。
監
査
報
告
に
立
っ
た
鵜
養

監
事
は
、
財
政
運
営
と
財
政
管

理
は
適
正
だ
と
報
告
し
た
。

　

「
２
０
２
５
年
度
予
算
案
」

は
、
事
業
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
で

提
案
。
診
療
報
酬
改
定
費
用
の

計
上
が
要
因
で
あ
り
、
各
積
立

預
金
を
取
り
崩
し
て
、
全
体
収

支
は
プ
ラ
ス
に
な
る
と
し
た
。

　

「
第
３２
期
役
員
選
出
」は
小
泉

聡
選
挙
管
理
委
員
長
が
提
案
。

候
補
者
が
定
数
内
の
た
め
そ
の

ま
ま
承
認
さ
れ
た
。
田
辺
理
事

長
は
続
投
、
新
た
に
原
崇
理
事

は
副
理
事
長
に
、
小
柳
光
仁
先

生（
大
和
市
・
医
科
）は
理
事
に
、

ま
た
、
田
中
麻
衣
子
事
務
局
次

長
は
事
務
局
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　

「
決
議
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
」

は
白
土
一
人
起
草
委
員
長
が
提

案
、
採
択
さ
れ
た
。

て
ほ
し
い
と
激
励
、
要
望
。
小

出
一
久
先
生（
藤
沢
市
・
歯
科
）

は
歯
科
会
員
減
少
の
理
由
、
再

指
導
の
増
加
と
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
執
行
部
は
、
歯
科
は

医
科
よ
り
も
新
規
開
業
が
少
な

く
、
法
人
化
や
経
営
状
況
の
悪

化
の
影
響
が
あ
る
と
答
弁
。
指

導
対
策
は
協
会
事
業
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
指
導
を
受
け
る

　

冒
頭
の
挨
拶
で
田
辺
理
事
長

は
、
２０
年
に
わ
た
る
実
質
マ
イ

ナ
ス
改
定
、
物
価
高
騰
や
病
床

の
削
減
、
急
速
な
医
療
Ｄ
Ｘ
等

に
よ
る
医
療
機
関
の
経
営
危
機

を
、
５０
年
に
も
及
ぶ
減
反
政
策

が
引
き
起
こ
し
た
米
不
足
と
重

ね
て
危
機
感
を
示
し
た
。
生
活

習
慣
病
管
理
料
の
算
定
回
数
の

制
限
や
外
来
管
理
加
算
の
再
診

料
へ
の
包
括
化
、
機
能
強
化
加

算
の
廃
止
等
と
い
っ
た
財
務
省

の
議
論
に
言
及
。
医
療
の
供
給

不
足
が
生
じ
、
地
域
医
療
を
崩

壊
さ
せ
な
い
た
め
に
も
改
め
て

医
療
費
総
枠
の
拡
大
を
訴
え
た
。

　

「
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
」

は
田
辺
理
事
長
が
提
案
。
２
０

２
４
年
１２
月
２
日
の
健
康
保
険

証
新
規
発
行
停
止
の
阻
止
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
▽
署
名
や

宣
伝
行
動
等
へ
の
精
力
的
な
取

り
組
み
、
▽
院
内
掲
示
物
や
患

者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
１０
月
の
「
医
療
・
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
て
市
民
へ
ア

ピ
ー
ル
し
た
こ
と
―
等
を
報

告
。
市
民
・
患
者
・
他
団
体
と
も

協
働
す
る
こ
と
で
保
険
医
協
会

の
注
目
度
を
高
め
、
全
国
規
模

の
「
総
力
戦
」
運
動
を
展
開
で
き

た
と
し
た
。

医
療
費
総
枠
拡
大

に
向
け
た
運
動
を

　

「
２
０
２
５
年
度
活
動

方
針
案
」
は
二
村
副
理
事

長
が
提
案
。
医
療
機
関
経

第70回定時総会

プ
ラ
ス
改
定
で
医
療
の
未
来
を

第
　　期
役
員
発
足

　
協
会
は
６
月
１５
日
、
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆

タ
ワ
ー
ズ
で
第
７０
回
定
時
総
会
を
開
催
。
会
員
５１
名
、
役

員
２４
名
の
計
７５
名
が
出
席
し
た
（
委
任
状
１
千
９
６
３

通
）。議
事
で
は
、２
０
２
５
年
度
活
動
方
針
案「
保
険
医
が

安
心
し
て『
よ
り
良
い
保
険
医
療
』を
国
民
に
提
供
で
き
る

〝

未
来〟

を
創
る
～
診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る

運
動
の
展
開
を
～
」を
は
じ
め
全
６
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　6月8日、医療費の窓口負担「ゼロの会」はオ

ンラインイベント「みんなで語ろう窓口負担ゼ

ロ～お金の心配なく医療にかかれる社会へ～」

を開催。5回目の開催となる今回は兵庫県保険

医協会を主催・主務地とし、神奈川・千葉・大

阪歯科協会の共催。神奈川協会からは田辺理事

長・二村副理事長が演者として参加した（詳細

次号。下記QRコードより視聴可能）。

「人権」の観点から窓口負担を考える「人権」の観点から窓口負担を考える
窓口負担「ゼロの会」オンラインイベント窓口負担「ゼロの会」オンラインイベント

田辺理事長

　

議
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
記

念
講
演
で
は
、
京
都
大
学
医
学

部
附
属
病
院
・
眼
科
学
教
室
の

佐さ

ど

け

い

な

渡
恵
奈
氏
と
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ

ン
グ
ク
ラ
ウ
ド
株
式
会
社
代
表

取
締
役
（C

ocktailA
I

共
同
開

語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
は
、
質

問
を
分
析
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
の

次
に
来
る
確
率
が
高
い
言
葉
を

予
測
す
る
と
説
明
。
し
か
し
、

言
葉
の
「
意
味
」
は
理
解
し
て

い
な
い
た
め
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ

ン
（
Ａ
Ｉ
が
つ
く
嘘
）
が
起
こ

り
や
す
く
、
特
に
数
字
が
苦
手

だ
と
し
た
。

　

カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
安

全
な
環
境
作
成
な
し
にC

hatG

PT

等
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
カ

ル
テ
作
成
等
を
す
る
こ
と
は
、

国
外
に
医
療
情
報
を
持
ち
出
す

こ
と
や
安
全
で
は
な
い
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
医
療
情
報

の
や
り
と
り
に
あ
た
り
、「
医

発
）
の
岡
本
和
也
氏
が
登

壇
。「
開
業
医
・
協
会
業

務
等
へ
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。

　

ま
ず
、
佐
渡
氏
は
生
成

Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
が
わ
か
ら

な
く
て
も
、
事
務
業
務
に

は
明
日
か
ら
す
ぐ
に
使
え

る
と
す
る
一
方
、
カ
ル
テ

作
成
等
は
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ

ー
と
の
連
携
が
必
要
だ
と

し
た
。C

hatG
P

T

な
ど

に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
言

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
厚

生
労
働
省
）」
に
違
反
す
る
と

指
摘
。
臨
床
分
野
へ
の
活
用
に

は
、
医
療
情
報
が
外
部
に
流
出

せ
ず
、
ま
た
生
成
Ａ
Ｉ
に
二
次

利
用
さ
れ
な
い
安
全
な
環
境
の

構
築
が
必
要
だ
と
し
た
。
ま
た
、

Ａ
Ｉ
の
嘘
に
基
づ
き
判
断
し
た

場
合
、
そ
の
責
任
は
医
師
に
あ

る
と
注
意
喚
起
し
た
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
意
図
に
即
し

た
回
答
を
得
る
に
は
、
明
確
に

指
示
（
プ
ロ
ン
プ
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
）す
る
こ
と
を
推
奨
。

ま
ず
は
臨
床
分
野
以
外
で
生
成

Ａ
Ｉ
の
特
性
や
操
作
に
慣
れ
、

能
力
と
限
界
を
把
握
し
、
あ
く

ま
で
補
助
的
に
活
用
す
る
こ
と

を
促
し
た
。
具
体
的
に
は
、
▽

資
料
や
原
稿
・
議
事
録
の
作
成
、

▽
画
像
か
ら
文
字
デ
ー
タ
に
変

換
し
、
手
打
ち
ミ
ス
を
減
ら
す

（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
／
光
学
的
文
字
認

識
）、
▽
保
険
点
数
等
の
情
報

源
を
検
索
す
る
（
Ｒ
Ａ
Ｇ
／
検

索
拡
張
生
成
）―
等
を
あ
げ
た
。

　

続
い
て
岡
本
氏
は
、
臨
床
分

野
に
活
用
可
能
なC

ocktailA
I

を
紹
介
。
定
型
文
を
作
成
し
、

診
療
録
等
の
基
礎
と
な
る
デ
ー

タ
の
中
か
ら
対
応
す
る
部
分
を

抽
出
す
る
こ
と
で
、
紹
介
状
等

の
文
書
を
作
成
で
き
る
と
し

た
。
京
大
病
院
眼
科
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、〝
９０
％
以
上
の
文

書
で
業
務
の
軽
減
に
つ
な
が
っ

た
〟
と
の
結
果
を
示
し
た
。

　

ま
た
画
像
・
動
画
・
音
声
を

扱
え
る
生
成
Ａ
Ｉ
と
し
て
、
歯

周
精
密
検
査
等
の
音
声
入
力

を
、
動
画
を
用
い
て
説
明
。
そ

の
他
、
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

少
な
い
モ
デ
ル
や
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
特

化
し
た
モ
デ
ル
等
を
用
途
別
に

紹
介
し
た
。

＊
協
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
に
て
動
画
公
開
中

記念講演

佐渡氏岡本氏

生
成
Ａ
Ｉ
は

生
成
Ａ
Ｉ
は

事
務
業
務
か
ら

事
務
業
務
か
ら

明
確
な
指
示
で
「
嘘
」
防
ぐ
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